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   北海道の消防広域化に関する意見書 

 

いま北海道は、２００６年６月改定の消防組織法や同年７月告示

の「消防の広域化に関する基本指針」を受けて、３月末までに北海

道で新たな消防広域化推進計画を決めようとしています。 

今回の素案は、現在の６８消防本部を５年後には２１本部へ、一

挙に３分の１以下に統廃合するものです。現行の１消防本部あたり

の管轄人口目標１０万人に照らしても、６８本部のうち５９本部

（８７％）がこれを下回り、約半分の２９本部は人口３万人未満と

なっています。現行でも、面積が広大で人口密度が低い北海道の実

情を考えると、それをさらに３倍規模に広域化することなどは、

年々増加する多種多様な事故・災害に的確に対応することができな

くなると懸念されます。 

 このことから、推進計画を決定するにあたっては、関係機関や道 

民の意見を十分に聞き、道民の安全・安心を確保する推進計画とな 

るよう強く要望します。 

 

 以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出します。 
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